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放射性同位元素の使用等に伴い発生する RI 汚染物のクリアランスに係る焼却処理の評価経路の選定について（案）（１／４） 

平成 21 年 9 月 15 日 放射線規制室 

（平成 12年 6 月 16 日 原子力安全委員会放射性廃棄物安全基準専門部会『｢核燃料使用施設、ＲＩ法対象施設等におけるクリアランスレベルについて｣添付資料』を参照） 

放射線・放射性 

核種の放出 
移行経路 被汚染物 線量当量評価対象者

被汚染物の 

利用形態 
被ばく形態 

経路

NO.

評価の必要 

性の有無 

今回

選定 
備  考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

（×） 

（×） 

（×） 

（×） 

（×） 

（×） 

（×） 

× 

○ 

× 

○ 

○ 

1 

2 

3 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

6 

7 

 

 

 

 

 

 

粉塵濃度が低く、経路 2に包含される。 

 

線源となる車両との距離が遠く、接触時間も短

いので、経路 3に包含される。 

粉塵が飛散しないように輸送される。 

 

  

焼却炉は自動運転されており被ばくの可能性

は低い。 

 

 

 

作業者は、防塵マスク等の保護具を着用するた

め、影響は小さく、経路 23 に包含される。 

  

下水による希釈で被ばくが問題となることは

ないと考えられる。 

 

 

 

 

河川水による希釈で被ばくが問題となること

はないと考えられる。 

  

 

 

焼却灰を直接取り扱う経路 22 に包含される。 

IAEA-TECDOC-401 の評価結果も極めて小。 

 

  

焼却灰を直接取り扱う経路 22 に包含される。 

IAEA-TECDOC-401 の評価結果も極めて小。 

 

 

 

（×）：評価の必要性について検討を要すると考えられる事例。 ×：明らかに影響が小さく評価する必要がないと考えられる事例。 
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放射性同位元素の使用等に伴い発生する RI 汚染物の焼却処理の評価経路の選定について（案）（２／４） 

放射線・放射性 

核種の放出 
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粉塵濃度が低く、経路 23 に包含される。 

 

線源となる車両との距離が遠く、接触時間も短

いので、経路 24 に包含される。 

粉塵が飛散しないように輸送される。 

 

 

経路 22 及び 23 に包含される。 

  

 

   

 

 

経路 22 から 25 に包含される。 

 

 

  

 

 

  

作業者は、防塵マスク等の保護具を着用する

ため、影響は小さい。 

溶融炉は自動運転されており被ばくの可能性

は低い。 

 

 

作業者は、防塵マスク等の保護具を着用するた

め、影響は小さい。 

 

溶融固化物を直接取り扱う経路 45 に包含され

る。 

 

溶融固化物を直接取り扱う経路 45 に包含され

る。 
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放射性同位元素の使用等に伴い発生する RI 汚染物の焼却処理の評価経路の選定について（案）（３／４） 
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粉塵濃度が低く、経路 23 に包含される。 

 

 

 

粉塵濃度が低く、経路 23 に包含される。 

 

線源となる車両との距離が遠く、接触時間も短

いので、経路 47 に包含される。 

粉塵が飛散しないように輸送される。 

 

  

経路 45 及び 46 に包含される。 

 

 

 

  

 

 

焼却処理の総放射能量に比べ埋設処分の総放

射能量が多いため、埋設処分の評価結果に包

含される。 
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放射性同位元素の使用等に伴い発生する RI 汚染物の焼却処理の評価経路の選定について（案）（４／４） 
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焼却処理の総放射能量に比べ埋設処分の総放

射能量が多いため、埋設処分の評価結果に包

含される  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

管理人としての滞在時間が長い 68 に包含され
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